
 

 

 

 

 

令和２年度のアクションプランと学校評価 

教頭 高田 篤志 

 教育活動の本格的な再開が待ち遠しい今日この頃です。今年度の重点目標である「主体的に考え、互

いに伸びようとする子供の育成」の達成に向け、本校では、三つの柱のアクションプランを立て、日々

の教育活動を進めていきます。このアクションプランに対して、さらに具体的な学年目標を設定し、明

確な手立てを用意しながら教育に当たります。 

保護者や地域の皆様には、これらの視点からも子供たちの成長を見守っていただき、学校評価の機会

にご意見やご感想をお聞かせいただけましたら幸いです。今後も変わらぬご支援をお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みんなで気持ちのよい学校をつくろう 

生徒指導主事 宮田 佳奈 

「一人一人のよさを伸ばし、よりよい生活を送るための自己指導能力を身に付けた子供を育てる」

を本年度の生徒指導の重点目標とし、校内生活指導、児童理解・教育相談、校外班・交通安全指導、家

庭・地域との連携の４つの窓口から、生徒指導に取り組んでいます。 

「自己指導能力」とは、自ら考え、正しい判断と責任ある行動ができる能力のことをいいます。日

頃から、自己選択や自己決定の機会や、互いのよさを認め合ったり改善したらよい点について振り返

ったりする機会を多く設定し、自己指導能力を身に付けられるようにしていきます。 

右の写真は、入学式の会場準備について振り返りをしている場面で

す。全校のよかった姿について進んで紹介する６年生を、周りの子供

たち体の向きを変えて目をつないで聞いています。互いに気持ちのよ

い場となりました。 

学校再開後には、子供たちが安心して学校生活を送れるよう、より

一層児童理解に努め、みんなで気持ちのよい学校をつくっていきたい

と考えています。 
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○ まずは、聞く態度を育て、考え、

表現する力を高めます。 

《例》 

 ・目と心をつないで聞こう。 

・見たり聞いたりしたことを基に 

して自分なりの考えをもとう。 

 ・伝わるようにはっきりと話そう。 

○ 相手のことを尊重した挨拶や言

動ができる心を育みます。 

《例》 

 ・名前を呼んで挨拶をしよう。 

 ・ていねいな言葉をつかおう。 

 ・よいところを認め合おう。 

○ 運動遊びが好きな子供、目当てを

もって取り組む子供を育てます。 

《例》 

 ・天気のよい日は、外で遊ぼう。 

 ・一輪車に乗れるようになろう。 

 ・自己ベストの記録を出そう。 

 

「学力の向上」 
 

話す力を育てる 
・自分の考えを最後まで 

周りの人に伝わる声で話す。 

        （達成度８０％） 

「豊かな心の育成」 
 

思いやりの心を育てる 
・自分から相手の名前を呼んで 

 挨拶をする。  （達成度８０％） 

アクションプラン 

 
 
 

体力の向上を図る 
・目当てをもって進んで運動する。 

         （達成度８０％） 

「たくましい体の育成」 

○○さん、
おはようござ
います。 

なるほど。 
○○さんは、

そんな風に考
えていたのね。 
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入学式の会場準備について振り返る様子 


